みなさま、
幼馴染のＹ氏から以下のような感想が届きました。ご本人の承諾を得て、お送りします。

なお、彼は新宿高校の出身で、今度薄井さんが企画された後援会の池辺さんと親しく、１９日、時間が許せば行きたいとのことでしたので、案内を送りました（わたしは予定が入っており、いかれないのですが）。

昨晩旧友の出版記念会に出たところ、商社９条の会のかたがいらしてました。上田裕子さんなど、何人かの方が高原さんをご存知でした。

感想：

「この本は私たちの孫にも読ませたいもので保存しておきます。

一番最初の秋山氏の体験は私の父ととても似ていて、思わずそうだよなあ。となりました。

伊東氏の戦犯の扱いの部分は、何にせよ外国人排他的になっている日本人に読ませたい、

中国人の戦犯に対する気持ちがよく表されていました。

遠藤氏の「鶴」　添えられた詩は雄弁で、改めて詩という形の重さを痛感しました。

 

狐崎氏の書かれた「国を守るのは叡智」には強烈な共感を覚えました。

小宮山氏の「美大生の創った母子像」にもはっとさせられました。

こうした作品が芸術として生まれかねない日本だと思ったからです。

同時に、聴く音楽の制約される時代を思いました。そんなバカげたことまで心配せねばならない今。

高原氏の文末に置かれた、特攻隊を　海に散らした指揮官と　同じ顔つきの政治家がいる　の詩。

日本の近未来もありますが、イスラム国の指導者を思いました。

いとしいものを持てない、感じられないリーダーがあってよいものでしょうか！

外山氏の自分に課した覚悟には、自分の甘さを思い知らされました。凄い宣言ですね。

三井氏の寄稿にある木村久夫の手記、「きけわだつみのこえ」にあるようだが、運命に翻弄され動ぜず。

こうした人を失った日本は大きい損失でした。胸に迫る処刑前夜作でした。

和田氏の書かれた人の交流は、この辛い全寄稿の中で、光明を得た気持ちでした。そうだ、人の交流！

これこそ、危険な時代に私が成せることの一つではないのかと。」

平野卿子


















